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迫力の授業を誌上で再現!!
　
　
　
０
０
０
人
も
の
学
生
を
相
手
に
し

Ｉ

て
、
よ
ど
み
な
く
議
論
を
仕
切
っ

て
い
く
ー
。
マ
イ
ケ
ル
・
サ
ン
デ
ル

教
授
の
迫
力
の
授
業
「
正
義
（
右
Ｒ
ｇ
）
」

は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
た
び
た
び
放
送
さ
れ
て
い
る

が
、
ま
だ
そ
の
迫
力
を
体
験
し
て
い
な
い

読
者
も
多
い
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
サ
ン
デ

ル
教
授
の
了
解
の
下
、
授
業
の
一
部
を
誌

上
で
再
現
し
て
み
た
。

白
人
と
有
色
人
種
が

真
っ
向
か
ら
対
立

　
「
ア
フ
ァ
ー
了
ァ
ィ
ブ
ア
ク
シ
ョ
ン
」

（
積
極
的
優
遇
措
置
）
の
是
非
に
つ
い
て

議
論
す
る
授
業
は
、
白
人
の
生
徒
と
有
色

人
種
の
生
徒
が
完
全
に
真
っ
二
つ
に
割
れ

て
の
激
論
に
な
っ
た
。

　
サ
ン
デ
ル
教
授
は
議
論
の
題
材
と
し

て
、
ま
ず
具
体
例
を
出
す
。
「
テ
キ
サ
ス

州
で
は
成
績
だ
け
で
な
く
人
口
バ
ラ
ン
ス

を
配
慮
し
て
少
数
民
族
を
優
先
的
に
合
格

さ
せ
る
借
景
を
行
っ
て
い
る
。
白
人
の
シ

ェ
リ
ル
・
ホ
プ
ウ
ッ
ド
は
試
験
の
成
績
は

悪
く
な
か
っ
た
の
に
テ
キ
サ
ス
大
学
ロ
ー

ス
タ
ー
ー
ー
ル
に
入
学
で
き
な
か
っ
た
の
は
不

当
と
主
張
し
、
訴
訟
を
起
こ
し
た
」
。

　
法
律
論
に
は
立
ち
入
ら
ず
、
す
ぐ
に
学

生
に
問
い
か
け
る
。
「
ホ
プ
ウ
ッ
ド
の
事

例
を
正
義
こ
回
｛
ぽ
｝
と
道
徳
（
∃
ｏ
ｌ
尽
）

の
観
点
か
ら
考
え
て
み
よ
う
。
さ
て
テ
キ

サ
ス
大
学
の
措
置
は
正
当
か
。
そ
れ
と
も

ホ
プ
ウ
ッ
ド
の
権
利
は
侵
害
さ
れ
た
の

か
」
。
学
生
に
挙
手
を
促
す
。

　
こ
こ
か
ら
学
生
の
意
見
を
聞
い
て
い

く
。
白
人
女
性
の
ブ
リ
ー
は
「
テ
ス
ト
の

点
数
は
努
力
で
上
げ
ら
れ
る
が
、
自
ら
の

人
種
を
変
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
ホ

プ
ウ
ッ
ド
を
擁
護
。
黒
人
女
性
の
ア
ニ
ー

シ
ャ
は
「
高
校
ま
で
の
教
育
環
境
に
格
差

が
あ
る
以
上
、
テ
ス
ト
の
点
数
だ
け
で
は

な
く
潜
在
能
力
な
ど
も
考
慮
す
る
の
は
当

然
」
と
反
論
す
る
。

　
ア
ジ
ア
系
男
性
の
デ
イ
ビ
ッ
ド
は
「
第

一
に
大
学
教
育
の
多
様
性
の
た
め
に
必

要
。
第
二
に
過
去
の
奴
隷
制
に
対
す
る
補

償
の
意
味
も
あ
り
、
暫
定
的
な
措
置
と
し

て
ア
フ
リ
カ
系
ア
メ
リ
カ
人
を
優
遇
す
る

の
は
妥
当
だ
」
と
発
言
。
こ
れ
に
対
し
白

人
女
性
の
ケ
イ
ト
は
「
過
去
の
出
来
事
と

現
在
の
出
来
事
と
は
関
係
が
な
い
。
差
別

は
つ
ね
に
誤
り
だ
」
と
反
論
す
る
。

　
続
い
て
黒
人
男
性
の
モ
ン
ソ
ア
が
「
奴

隷
制
度
と
い
う
過
去
の
不
正
義
の
た
め

に
、
今
日
貧
困
に
苦
し
む
ア
フ
リ
カ
系
ア

メ
リ
カ
人
は
多
い
。
２
０
０
年
前
の
奴
隷

制
度
ゆ
え
に
今
日
、
自
分
た
ち
は
人
種
に

基
づ
く
不
正
義
に
苦
し
ん
で
い
る
」
と
発

言
。
ケ
イ
ト
は
「
格
差
は
確
か
に
存
在
す

る
。
で
も
、
そ
の
格
差
を
是
正
す
る
解
決

法
は
、
試
験
結
果
を
恣
意
的
に
変
え
る
こ

と
で
は
な
い
」
と
言
う
。

　
議
論
は
膠
着
す
る
の
か
Ｉ
。
そ
ん

な
雰
囲
気
を
覆
し
た
の
が
最
前
列
に
座
る

長
髪
の
黒
人
女
性
、
ハ
ン
ナ
だ
。

　
「
白
人
は
こ
の
国
で
独
自
の
ア
フ
ァ
ー

マ
テ
ィ
ブ
ア
ク
シ
ョ
ン
を
４
０
０
年
以
上

542010.8.14-21週刊東洋経済



も
行
っ
て
き
た
。
そ
れ
は
、
縁
故
主
義

（
回
召
訃
ヨ
）
と
か
お
互
い
さ
ま
（
宅
配

回
ｏ
ｉ
ｏ
）
な
ど
と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の

だ
。
黒
人
に
対
す
る
不
正
義
と
差
別
を
是

正
す
る
措
置
に
、
い
っ
た
い
何
の
や
ま
し

さ
が
あ
る
の
？
」

　
ハ
ン
ナ
の
軽
妙
な
語
り
目
も
手
伝
っ
て

か
、
会
場
は
男
子
生
徒
の
歓
声
と
拍
手
。

こ
こ
で
サ
ン
デ
ル
教
授
は
「
同
じ
趣
旨
で

家
系
基
準
(
1
e
g
a
c
ya
d
m
i
s
s
i
呂
）
に
言

及
し
て
も
よ
か
っ
た
と
思
う
が
？
」
と
促

す
。
家
系
基
準
と
は
、
両
親
が
在
籍
し
て

い
た
大
学
に
出
願
し
た
場
合
に
は
、
そ
の

出
願
者
に
入
学
優
先
権
を
与
え
る
と
い
う

ル
ー
ー
ル
。
ハ
ン
ナ
は
、
こ
れ
も
確
か
に
、

一
種
の
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ブ
ア
ク
シ
ョ
ン

だ
と
う
な
ず
く
。

　
白
人
女
性
の
ダ
ニ
エ
ル
が
反
論
す
る
。

「
も
し
過
去
の
不
正
義
へ
の
補
償
で
あ
る

な
ら
、
米
国
で
歴
史
上
差
別
さ
れ
な
か
っ

た
民
族
ま
で
も
が
そ
の
利
益
を
享
受
し
て

い
る
こ
と
を
ど
う
説
明
す
る
の
か
。
さ
ら

に
言
え
ば
、
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ブ
ア
ク
シ

ョ
ン
は
人
種
差
別
を
な
く
す
目
的
を
達
成

す
る
ど
こ
ろ
か
、
逆
に
人
種
間
の
乳
棒
を

増
幅
し
て
い
る
」

　
ハ
ン
ナ
は
臆
す
る
こ
と
な
く
言
い
返

す
。
「
私
の
意
見
は
違
う
。
当
大
学
の
よ

う
な
組
織
で
多
様
性
を
高
め
る
こ
と
は
、

学
生
全
体
の
教
育
に
寄
与
す
る
。
特
に
、

白
人
が
住
民
の
ほ
と
ん
ど
を
占
め
る
地
域

で
育
ち
、
世
の
中
を
知
ら
な
い
白
人
学
生

の
教
育
に
」
。
ダ
ニ
エ
ル
も
譲
ら
な
い
。

「
人
種
は
多
様
性
と
同
義
語
で
は
な
い
。

多
様
性
を
実
現
す
る
に
は
、
ほ
か
に
も
多

く
の
手
法
が
あ
る
。
し
か
も
、
人
種
に
関

す
る
政
策
を
行
え
ば
そ
の
人
間
を
変
え
ら

れ
る
と
ど
う
し
て
断
言
で
き
る
の
か
。
繰

り
返
す
が
、
乳
棒
を
増
幅
す
る
だ
け
だ
」
。

ハ
ン
ナ
は
「
今
あ
な
た
が
述
べ
た
と
お
り
、

多
様
性
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
が
あ
る
。

が
、
人
種
的
多
様
性
が
そ
の
範
躊
か
ら
除

外
さ
れ
る
い
わ
れ
は
な
い
」
。

　
こ
の
激
論
に
割
っ
て
入
っ
た
の
が
人
の

よ
さ
そ
う
な
白
人
男
性
の
テ
ッ
ド
。
「
こ

の
国
で
は
人
種
差
別
は
違
法
だ
。
マ
ー
ー
ー
。
テ

ィ
ン
・
ル
ー
サ
ー
・
キ
ン
グ
は
肌
の
色
で

判
断
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
人
自
身

の
人
格
、
長
所
、
功
績
に
よ
っ
て
判
断
さ

れ
る
べ
き
と
言
っ
た
。
そ
う
で
あ
る
な
ら

ば
、
人
を
人
種
の
み
に
基
づ
い
て
判
定
す

る
の
は
ア
ン
フ
ェ
ア
だ
」
。

　
こ
の
後
は
ア
ジ
ア
系
女
性
の
ダ
ー
が
発
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゛日本の存在感″が低下するハーバード

した小林売介君だけだ。小林君は「ハーバ

ードはインターンでも何でも無限の可能性

がある大学。難しいというイメージばかり

が先行していてもったいない」と、夏休み

を利用して日本の高校生に米国留学をPR

する課外活動を行っている。

　ハーバードでは約7000人の学生の約1

割を外国人枠にしているが、インドや中国

からの学生が増えている。これまでは比較

的日本人が多かったビジネススクールもピ

ーク時の半分で、ここ数年は１学年10名

程度だ。　ビジネススクールの日本リサー

チ・センターの佐藤信雄センター長は「学

生数の減少のみならず日本自体への関心が

低くなっている。授業に日本の事例を取り

上げてもらうのも難しい」とこばす。「教

授陣の関心はなぜトヨタが挫折したのか、

などネガティブなものばかり。一方でイン

ドや中国の企業のCEOに会いたいという

要望は非常に強い」。経済の勢いの差は、

こんなところにも影響を与えている。

　　　ンデル教授の授業「正義」は主に学ｻ

部1年生が受講する基礎クラス。ハ

１
！
！

一バードでは学生が講義の満足度を採点す

るシステムがあるが、「正義」の08年秋夕

－ム（09年秋は休講）の学生からの評価

は、大教室授業では異例の5点満点中3.99

点。　しかし、上には上がいる。 09年秋の

ベスト講義に選ばれたのは4.38点の政治

学のスティーブン・リビツキー教授だ。

　一流の教授と意欲にあふれる学生たち、

こんな授業が受けたいｰ。 ＮＨＫの「ハ

ーバード白熱教室」を見てそう思った人は

多いだろう。超難関と思われがちなハーバ

ード大学だが、入試では成績以外に部活動

やボランティア活動が重視されるうえ、奨

学金制度の充実で学費の負担も日本より少

ない。世帯年収が8万‰以下の場合は学費

のみならず渡航費、寮費までほとんどタダ

だ。それでも、日本から留学する学生は年

に1～2名。　昨年学部に入学した学生約

1800人のうち日本人は一橋大学から転籍

４

１
｡
Ｑ

…
;
り
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｀
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言
。
さ
ら
に
サ
ン
デ
ル
教
授
が
テ
ッ
ド
に

対
し
て
い
く
つ
か
質
問
を
し
た
と
こ
ろ

で
、
ま
と
め
に
入
っ
て
い
く
。

自
説
を
押
し
付
け
ず
に

授
業
を
締
め
く
く
る

　
「
擁
護
派
の
論
拠
は
三
つ
あ
っ
た
。
教

育
上
の
格
差
や
不
利
益
で
生
ず
る
結
果
を

調
整
す
る
と
い
う
是
正
論
'
(
c
o
r
r
e
c
t
i
v
e

a
r
g
u
m
e
n
t
）
。
歴
史
上
の
不
正
義
を
正
す

補
償
論
(
c
o
n
l
p
e
n
s
a
t
o
r
y

a
r
g
u
n
l
e
n
t
)
'

多
様
性
論
(
d
i
v
e
r
s
i
t
y

a
r
g
u
m
e
n
t
)
だ
」
。

　
サ
ン
デ
ル
教
授
は
、
こ
の
う
ち
多
様
性

論
は
誰
も
が
便
益
を
得
る
た
め
採
用
し
や

す
い
と
言
い
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
が
多
様

性
を
重
視
す
る
方
針
で
あ
る
こ
と
も
紹
介

す
る
。
そ
し
て
、
「
そ
も
そ
も
ホ
プ
ウ
ッ

ド
の
権
利
は
侵
害
さ
れ
た
、
の
か
」
と
問

う
。
「
い
や
侵
さ
れ
て
い
な
い
。
ホ
プ
ウ

ッ
ド
に
は
そ
れ
を
主
張
す
る
権
利
は
な
い

し
、
誰
に
も
な
い
」
。

　
最
後
は
次
の
よ
う
に
締
め
く
く
る
。

「
ア
プ
ァ
ー
マ
テ
ィ
ブ
ア
ク
シ
ョ
ン
を
め

ぐ
る
談
論
、
特
に
多
様
性
を
め
ぐ
る
議
論

は
、
権
利
に
関
す
る
議
論
に
な
り
、
さ
ら

に
は
道
徳
的
対
価
（
∃
ｏ
Ｍ
こ
ａ
ｑ
｛
｝
は

正
義
を
実
現
す
る
基
礎
か
否
か
の
議
論
に

も
ツ
な
が
っ
て
い
く
」
。
サ
ン
デ
ル
教
授

は
、
正
義
と
道
徳
は
切
り
離
せ
な
い
と
考

え
て
い
る
。
授
業
に
は
そ
の
哲
学
が
色
濃

く
出
て
く
る
が
、
自
説
を
学
生
に
押
し
付

け
る
よ
う
な
こ
と
は
し
な
い
。
そ
こ
に
、

人
気
の
秘
密
が
あ
る
の
だ
を
っ
。
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